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平成２9年 第2回  定例会開かれる
  本巣市議会は６月１日～６月27日、第２回定例会　　　  を開き、補正予算1件、専決処分（条例）３件

　　 　　物品売買契約の締結１件　　  　等を審議・決定しました。　　　

●第2回定例会開かれる●

その他の議案

繰越計算書の報告

財団等の経営状況の報告

２８年度本巣市一般会計繰越明許費繰越計算書　　２８年度本巣市水道事業会計事故繰越し繰越計算書

○本巣市土地開発公社　　○一般財団法人もとす振興公社

○本巣市農業委員会委員の任命
　 安藤　重治氏　　　　大覀由美子氏　　　　　岡　　修氏　　　　喜多川　稔氏
 　髙坂　　裕氏　　　　後藤　　悟氏　　　　後藤壽太郎氏　　　　杉山　一郎氏
 　杉山　隆則氏　　　　髙橋　曉美氏　　　　髙橋　秀和氏　　　　髙田　禮子氏
 　髙橋　幸雄氏　　　　畑中　廣司氏　　　　廣瀬　澄夫氏　　　　福田　勇一氏
 　堀口　一平氏　　　　松尾　直樹氏　　　　山田　澄男氏

○物品売買契約の締結
　 （小中学校情報機器）　 契約金額　４１０４万円【消費税含む】

○本巣市農業委員会委員の任命につき認定農業者等が過半数を占めることを
　要しない場合の同意
　 認定農業者等が委員の過半数を占めることを要しない場合において、少なくとも４分の１を認定
　 農業者等及び準ずるものとする

○本巣市と岐阜市との間の消防の事務委託に関する
 　規約の制定に関する協議
　 岐阜市へ消防事務を委託

○もとす広域連合規約の変更
　 もとす広域連合の事務所移転に伴い、事務所の位置を本巣市宗慶３６５番地から本巣市下真桑
　 １０００番地とする
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平成２9年 第2回  定例会開かれる
  本巣市議会は６月１日～６月27日、第２回定例会　　　  を開き、補正予算1件、専決処分（条例）３件

　　 　　物品売買契約の締結１件　　  　等を審議・決定しました。　　　

●定例会で決まったこと●

一般会計補正予算（第１号）可決

★主な歳入

◎条例改正（専決処分）

★主な歳出
○元気な農業産地構造改革支援事業
　県補助金　【追加】
○農地災害復旧費県補助金
 【新規】
○社会資本整備総合交付金等
　国庫補助金

○市消防団員等公務災害補償条例
　非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正

○市税条例（地方税法等改正による改正）
　地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部改正

○国民健康保険税条例
　負担の適正化を図るため、５割軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基準を改正

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・400万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△8953万円

○４市１町による消防広域化に伴う消防
　広域化事業　【新規】
○真正中学校屋外運動場整備事業
 【新規】
○上保地内の鉄塔移設に伴う埋蔵文化財
　発掘作業委託料　【新規】

・・・・・・・・・・・・・２億７１５２万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・279万円

・・・・・・・・・・・・・・896万円
（交付額内示に伴う減額等） ※その他歳出の主なものは、4月の人事異動による人件

　費の増減です。

Q

A

本巣市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について最終的に団員にとって、結果的にマイナスにな
る内容なのか。相対的に見てトータル的に考えてみてどうなのか。相対的に変わらない、もしくは若干プラ
スになるという事ならばいいが、その点どのように判断されているのかお尋ねします。

相対的には加算額の方が引き上げられたと理解しております。

Q

A

農業委員任命にあたって条件にあります認定農業者等及び準ずるものという記述がありますが、例をあげ
るとするならばどういった方なのか、あるいはそこに準ずるというところに何らかの制限があるのかお尋ね
します。

認定農業者に準ずるというのは、過去に認定農業者であったもの。それから認定農業者の行う耕作・養畜事
業に常備しているその経営に参加している認定農業者の親族、認定農業者である個人、役員、組織の役員
などが含まれてます。

本会議 &Q A

◎一般会計補正予算は、２億９４３１万円の増額補正で、総額は１６１億６４３１万円になりました。
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Q2A2 A3Q1A1

Q1A1Q2Q3 A2

Q

Q
　
　

自
転
車
活
用
推
進
法
に
つ
い
て

　

よ
り
よ
く
自
転
車
を
使
う
た
め
に

ど
う
す
る
か
を
定
め
た
法
律
で
、
個

人
に
対
し
て
と
い
う
よ
り
、
主
に
地

方
自
治
体
に
対
し
て
、
自
転
車
を
よ

り
よ
く
使
う
た
め
の
施
設
な
ど
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
、
取
り
組
み
は
事
故
防
止
を

　

最
優
先
す
る
環
境
で
す
か

　

安
全
を
確
保
す
る
道
路
の
機
能
を

　

充
実
さ
せ
る
計
画
を
作
成
し
ま
す

畑
中
・
総
務
部
長

　

道
路
整
備
や
交
通
安
全
、
健
康
増

進
、
災
害
時
の
活
用
等
の
基
本
方
針

を
踏
ま
え
国
や
県
と
適
切
に
役
割
り

分
担
し
実
情
に
応
じ
た
計
画
を
作
成

し
、
自
転
車
活
用
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

自
転
車
の
安
全
利
用
推
進
月
間
の

　

実
施
状
況
は

　

幼
児
園
、
小
中
学
校
、
高
齢
者
を

　

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す

　

交
通
安
全
教
室
で
は
、
市
交
通
安

全
指
導
員
を
中
心
に
、
北
方
警
察
署
、

交
通
安
全
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
安

全
な
自
転
車
の
乗
り
方
や
自
転
車
点

検
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
室
、

　

自
転
車
点
検
等
は

　

全
て
の
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い

　

ま
す

川
治
・
教
育
長

　

小
学
校
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
模

擬
道
路
を
実
際
に
自
転
車
で
走
行
し

な
が
ら
正
し
い
乗
り
方
や
走
行
中
の

注
意
事
項
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
点
検
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
配
布
し
、
保
護
者
の
も
と
で
点

検
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
点
検

結
果
と
引
き
換
え
に
、
許
可
証
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　
　

教
員
の
過
重
労
働
に
つ
い
て

　

本
市
の
教
員
の
勤
務
実
態
は

　

平
均
約
10
時
間
以
上
で
県
内
の
平

　

均
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す

川
治
・
教
育
長

　

時
間
外
勤
務
で
は
、
授
業
の
た
め

の
教
材
研
究
が
多
く
全
体
の
36
％
次

い
で
学
級
・
学
年
事
務
や
分
掌
事
務

さ
ら
に
、
生
徒
指
導
や
保
護
者
対
応

に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
が
必
要
で
は　

今
現

　

在
と
、
今
後
の
取
り
組
み
は

　

支
援
員
、
相
談
員
等
、
専
門
指
導

　

員
を
配
置
し
「
チ
ー
ム
」
で
対
応

　

各
種
調
査
の
見
直
し
、
研
修
の
大

幅
な
削
減
、
提
出
資
料
の
精
選
等
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
さ
ら
な
る

改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

舩
渡
洋
子

（
公
明
党
）

●一般質問●

Q
　
　

本
巣
市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
は

　

南
部
は
商
業
施
設
の
復
活
や
企
業

誘
致
、
北
部
は
観
光
資
源
の
発
掘
で

市
の
魅
力
が
未
知
数
と
捉
え
。

　

市
と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
は

　

自
然
と
都
市
が
調
和
し
た
住
み
良

　

い
こ
と
が
魅
力
の
ひ
と
つ

大
野
・
企
画
部
長

　

充
実
し
た
子
育
て
支
援
や
住
宅
取

得
支
援
策
、
都
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
か

　

移
住
希
望
者
の
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

　

情
報
を
的
確
に
提
供大

野
・
企
画
部
長

　

道
の
駅
等
の
観
光
施
設
を
再
整
備

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

民
間
の
知
恵
も
借
り
て
、
新
た
な

発
掘
と
、
既
存
の
観
光
資
源
と
結
び

つ
け
た
新
た
な
ル
ー
ト
を
紹
介
。

　
　

道
路
整
備
に
つ
い
て

　

開
通
が
見
込
ま
れ
る
東
海
環
状
自

動
車
道
・
工
業
団
地
の
計
画
を
見
据

え
た
道
路
整
備
が
必
要
で
は
。

　

現
在
の
整
備
で
十
分
か

　

今
後
も
計
画
的
に
整
備
が
必
要

青
木
・
産
業
建
設
部
長

Q

Q

Q1A1Q1A1 Q2A2A2

　

今
後
の
道
路
整
備
は
重
要
で
は

　

今
年
度
、
市
の
道
路
網
整
備
計
画

　

を
見
直
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

新
た
に
企
業
誘
致
を
見
据
え
た
周

辺
道
路
の
整
備
も
必
要
で
す
。

　

見
直
し
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
　

夏
の
猛
暑
対
策
は

　

今
夏
は
過
去
に
な
い
猛
暑
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
を
見
据
え
た

対
策
が
必
要
で
は
。

　

暑
さ
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

　

注
意
喚
起
は
、
引
き
続
き
広
報
紙
・

　

防
災
無
線
を
活
用

森
・
市
民
環
境
部
長

　

高
齢
者
・
独
居
の
方
へ
の
呼
び
か

　

け
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は

　

見
守
り
体
制
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、

　

防
災
無
線
で
の
啓
発
に
努
め
ま
す

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

Q2A2Q1A1Q2A2

若
原
敏
郎

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）

▲東海環状インター入口
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●一般質問●

QQ1A1Q2A2Q3A3

QQ

　
　
庁
舎
統
合
検
討
事
業
に
つ
い
て

　

「
本
巣
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
を
作
成
し
、
今
後
の
人
口
減

少
・
財
政
が
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え

て
、
市
民
の
合
意
形
成
の
も
と
、
実

施
計
画
が
作
成
さ
れ
ま
す
が
、
保
健

セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
公

民
館
等
は
合
併
前
の
状
態
で
あ
り
、

整
理
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
は
真
正
と
根
尾
に

　
社
協
は
糸
貫
と
根
尾
に
統
廃
合
は

　
市
民
の
意
見
を
よ
く
聞
き
な
が
ら

　
慎
重
に
進
め
ま
す久

富
・
健
康
福
祉
部
長

　

現
在
の
施
設
は
市
民
に
安
心
感
や

利
便
性
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

統
廃
合
を
進
め
る
に
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
仕
組
み
を

十
分
検
討
し
ま
す
。

　
公
民
館
の
利
用
申
し
込
み
等
は
各

　
地
域
調
整
課
で
対
応
し
て
は

　
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す

溝
口
・
教
委
事
務
局
長

　
各
施
設
の
改
修
・
統
廃
合
・
複
合

化
、
公
民
館
の
効
果
的
な
運
営
の
あ

り
方
は
「
公
共
施
設
等
再
配
置
計

画
」
の
中
で
検
討
し
ま
す
。　

　
各
施
設
を
統
廃
合
し
庁
舎
統
合
検

　
討
事
業
を
着
手
す
べ
き
で
は

　
再
配
置
計
画
を
踏
ま
え
庁
舎
統
合

　
の
方
向
性
を
定
め
ま
す

藤
原
・
市
長

　

今
後
の
公
共
施
設
の
管
理
に
は
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
「
安
全
安
心
な
公

共
施
設
を
提
供
す
る
」
「
適
切
な
改

修
・
補
修
で
公
共
施
設
に
係
る
コ
ス

ト
を
平
準
化
す
る
」
「
施
設
の
再
編

や
複
合
化
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
総

量
を
削
減
す
る
」
と
い
う
３
つ
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。　

　

管
理
計
画
を
踏
ま
え
、
用
途
や
地

域
別
の
配
置
や
利
用
の
状
況
、
劣
化

度
な
ど
を
整
理
し
、
本
年
度
に
具
体

的
な
再
配
置
計
画
を
作
り
ま
す
。

　

庁
舎
に
つ
い
て
も
「
庁
舎
統
合
有

識
者
会
議
」
を
設
置
し
専
門
的
な
見

地
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
方
向
性
、

必
要
性
等
を
定
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q1A1Q2A2 Q

　
　
乳
が
ん
検
診
は
30
歳
以
上
に
対

　
　
象
拡
大
を

　

乳
が
ん
罹
患
の
若
年
化
も
問
題
に

な
っ
て
い
る
現
在
、
40
歳
か
ら
の
検

診
を
30
歳
以
上
に
対
象
拡
大
を
図
っ

て
は
。

　
　
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　
若
い
女
性
の
乳
が
ん
対
策
に
関
心

の
高
ま
り
や
30
歳
代
の
罹
患
率
が
上

昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す
。

　
　
国
保
の
県
単
位
化
の
状
況
は

　

30
年
の
県
単
位
化
に
よ
る
負
担
増

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
現
状
と
市
民
・

市
へ
の
影
響
は
。

　
　
ま
だ
公
表
の
段
階
で
は
な
い

森
・
市
民
環
境
部
長

　
県
の
試
算
は
精
度
が
低
く
、
県
と

し
て
は
内
部
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
精
度
が
良
く
な
っ
て
き
た
折
り

に
は
公
表
を
考
え
ま
す
。

　

保
険
税
が
現
行
と
比
べ
大
き
く
変

動
し
な
い
よ
う
、
検
討
会
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
本
巣
市
の
意

見
を
県
に
主
張
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
教
員
の
過
重
勤
務
へ
の
対
応
は

　

教
員
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
教
育
に

あ
た
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
た
い

せ
つ
で
す
。
早
急
な
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は

　
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す

川
治
・
教
育
長

　
少
し
ず
つ
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
教
員
は
多
忙
で
、
勤
務
時

間
の
適
正
化
は
、
本
腰
を
入
れ
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。
市
独
自
の

「
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用

や
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
の
検
討
、

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
取
り
組
み
も
徹
底

し
て
い
き
ま
す
。

　
部
活
動
の
あ
り
方
の
改
善
は

　
各
中
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
見
直

　
し

　
社
会
人
指
導
者
の
配
置
や
退
職
教

員
の
活
用
、
部
の
数
を
見
直
し
て
の

複
数
顧
問
の
配
置
拡
充
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
管

　
理
体
制
は

　
教
育
委
員
会
で
総
括
安
全
衛
生
委

　
員
会
の
立
ち
上
げ
を
検
討

　
＊
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
も

　

質
問
し
ま
し
た
。

A3 Q3

AA

鵜
飼
静
雄

（
日
本
共
産
党
）

大
西
德
三
郎

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）
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QQ

QQ

Q1Q2 A1
　
　

根
尾
川
河
川
敷
に
サ
イ
ク
リ
ン

　
　

グ
ロ
ー
ド
を
整
備
に
つ
い
て

　

自
転
車
の
競
技
者
と
し
て
、
市
内

な
ど
の
学
校
に
優
秀
な
選
手
が
数
多

く
い
ま
す
。
ま
た
市
民
に
も
自
転
車

を
趣
味
と
し
楽
し
む
人
も
多
く
い
ま

す
。
河
川
敷
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
整
備
す
る
市
長
の
見
解
を
お
訊

ね
し
ま
す
。

　
　

高
水
敷
の
整
備
が
必
要藤

原
・
市
長

　

根
尾
川
に
（
増
水
時
に
は
冠
水
す

る
）
高
水
敷
が
整
備
さ
れ
、
そ
こ
を

利
用
で
き
れ
ば
、
整
備
費
用
や
管
理

費
用
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
検

討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

 

談
合
参
加
業
者
の
指
名
停
止
後

　
　

の
入
札
に
つ
い
て

　

談
合
入
札
さ
れ
た
昨
年
９
月
27
日

以
前
の
６
社
の
落
札
総
額
と
平
均
落

札
率
は
。

　

入
札
資
格
停
止
以
前
の
状
況
は

　

平
成
26
年
度
以
降
の
総
落
札
金
額

　

は
１
億
２
５
８
１
万
円
で
平
均
落

　

札
率
は
95.
11
％

石
川
・
副
市
長

　

指
名
停
止
後
の
状
況
は

　

解
除
後
の
平
均
落
札
率
は
68.
87
％

　

措
置
前
後
の
違
い
は

　

不
正
行
為
等
の
防
止
対
策
が
理
由

　

の
一
つ
と
考
え
ま
す

　

談
合
不
参
加
の
業
者
指
名
は

　

透
明
性
、
公
明
性
の
確
保
に
努
め

　

今
後
入
札
を
検
討
し
ま
す

　
　

幼
児
園
の
給
食
に
つ
い
て

　

幼
児
園
の
給
食
に
対
し
て
き
め
細

や
か
な
食
事
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
が
。

　
　

幼
児
園
で
調
整
し
て
い
ま
す

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

現
在
は
、
幼
児
園
用
に
調
整
し
た

給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

3
歳
未
満
児
は
園
児
の
個
別
状
況
に

合
わ
せ
、
刻
ん
だ
り
つ
ぶ
し
た
り
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
　

学
校
の
教
員
の
食
事
に
つ
い
て

　

先
生
の
勤
務
時
間
が
週
に
60
時
間

以
上
と
の
こ
と
。
家
庭
で
の
食
事
時

間
と
現
状
は
。

　
　

教
員
の
家
庭
生
活
の
安
定
を

川
治
・
教
育
長

　

教
員
の
勤
務
時
間
の
平
均
は
、
小

学
校
は
10
時
間
17
分
、
中
学
校
は
10

時
間
43
分
で
家
族
と
一
緒
に
食
事
が

出
来
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
教
員
自
身
の
家
庭
生
活
の
安

定
等
を
十
分
配
慮
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●一般質問●

AA A2Q3A3Q4A4

鍔
本
規
之

Q
　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　

日
本
の
学
生
の
学
力
低
下
が
問
題

視
さ
れ
て
か
ら
全
国
学
力
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
力
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
目
的
は

　

学
力
や
生
活
状
況
を
把
握
・
分
析

　

し
改
善
を
図
り
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
た
め

の
学
習
指
導
や
、
生
活
習
慣
や
学
習

環
境
を
把
握
し
、
適
切
な
指
導
援
助

を
し
ま
す
。

　

市
内
の
小
中
学
校
の
学
力
分
析
は

　

全
国
や
県
の
平
均
を
上
回
っ
て
い

　

ま
す

　

小
学
校
で
は
知
識
の
定
着
が
図
ら

れ
、
中
学
校
で
は
知
識
よ
り
活
用
の

方
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

分
析
結
果
を
見
て
学
校
の
対
応
は

　

授
業
の
改
善
を
図
り
家
庭
学
習
の

　

充
実
も
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

課
題
に
対
し
て
、
朝
学
習
や
個
別

指
導
等
に
て
取
り
組
み
ま
す
。
家
庭

で
は
主
体
的
・
計
画
的
な
学
習
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
己
肯
定
感
を
育
む
工
夫
を
し
、
教

育
の
質
の
向
上
に
結
び
付
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
巣
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
算
数
・

　

数
学
へ
の
取
り
組
み
状
況
は

　

算
数
・
数
学
検
定
学
校
や
ジ
ャ
ン

　

プ
ア
ッ
プ
楽
校
を
開
校
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
に
加
え
、
力
の

あ
る
優
れ
た
素
質
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
伸
ば
す
事
業
も
行
い
ま
す
。

　
　

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

　
　

設
置
に
つ
い
て

　

万
が
一
の
事
故
の
時
に
客
観
的
実

証
が
出
来
、
防
犯
効
果
も
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
設
置
の
考
え
は
。

　
　

適
正
な
管
理
運
用
の
要
綱
を
策

　
　

定
し
導
入
し
ま
す畑

中
・
総
務
部
長

　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
に
つ
い
て

　

28
年
度
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

Ｐ
Ｒ
動
画
を
配
信
さ
れ
た
が
視
聴
数

が
少
な
い
。

　

視
聴
数
を
増
や
す
工
夫
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
認
知

　

度
を
高
め
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

今
後
の
動
画
の
配
信
予
定
は

　

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
加
え
根
尾
が

　

舞
台
の
映
画
等
も
配
信
し
ま
す

Q1A1

Q4A4Q1A1Q2A2

Q3A3 Q2A2

QQ A

A

堀
部
好
秀
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●委員会活動●

１．平成２９年度本巣市一般会計補正予算（第１号）
協議案件 （関係部分）

１．北部観光施設の指定管理者制度について
報告案件

産業建設委員会協議会　6月20日（火）

～委員会活動～

Q

A

参加意思表明書の提出が、県内２社と県外２社の４社ありましたが、この募集は既に締め切ったも
のですか。

参加意思表明における受付については、締め切ったもので、今後は市の様式等に基づき、企画提案
書を作成してもらうことになっています。

Q

A

今後はこの４社が実際に現場を見たり、自らが予定する営業に必要な改
修について、設計をしながら企画書を提出することになりますか。

そのとおりであり、参加意思表明された４社については、企画提案書の
作成をしていただいています。

左から　上谷政明議長、瀬川治男議員、若原敏郎議員、鍔本規之議員、村瀬明義副議長

第２回定例会閉会後、上谷議長より表彰状が伝達されました

全国市議会議長会・
東海市議会議長会から功労者表彰

（15年表彰） （15年表彰） （10年表彰）
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～委員会活動～

●委員会活動●

文教福祉委員会協議会　6月22日（木）
協議案件 （関係部分）
１．平成２９年度本巣市一般会計補正予算（第１号）

１．平成２９年度本巣市一般会計補正予算（第１号）
協議案件 （関係部分）

総務企画委員会　6月21日（水）

１．本巣市と岐阜市との間の消防の事務委託に関する規約の制定に関する協議について

※委員からは本巣市としての消防施設計画等を文書
化して明確にしておいていただき、市の北部の分署
が無くならないように、配慮願いたいと要望があり
ました。

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

Q
A
今回、消防業務に関し事務委託されない部分については。

「消防団業務」、「消防施設（水利等）の維持管理」及び「危険物等の組合の外部団体事務」につい
ては委託外となります。

Q
A
消防組織における施設を含めた事務委託の内容については。

基本的には建物を無償貸与、車両を含めた動産を無償譲与することで、委託することとなっていま
す。

Q

A

国民健康保険の県単位化に関係することで、市町村の事務処理標準システムの導入状況について
は。

システムについては、導入するものであり、既に改修に係る契約を行い、今年度中に導入を済ませ
ることとしております。また、その他、県内の被保険者の一括管理を行う集約システムについても
同様です。

Q

A

現在、緊急通報システムを利用している世帯は、１２８
世帯であるが、今後このシステムを利用する世帯の増
減は、どの様に把握しているか。

現在の６５歳以上の高齢者・独居世帯１，５１６世帯、６５
歳以上の高齢者のみの世帯数が１，５９６世帯であり、
その内１２８世帯が申請に基づきシステムを設置して
いる。広報等で周知はしているが、現在１２８世帯に止
まっており、今後は増加が見込まれます。
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●審議結果および各議員の表決●

◆8月18日（予定） 定例会
詳細確定後ホームページに掲載します。傍聴におでかけください。

議会開会のお知らせ

本巣市公式
マスコットキャラクター

もとまる

傍 聴 に来てね！

道

議案第26号

本巣市農業委員会委員の任命について（安藤 重治氏）

本巣市農業委員会委員の任命について（髙坂 裕氏）

本巣市農業委員会委員の任命につき認定農業者等が過
半数を占めることを要しない場合の同意について

議案第27号

本巣市農業委員会委員の任命について（　岡 修氏）

本巣市農業委員会委員の任命について（大覀 由美子氏）

本巣市農業委員会委員の任命について（喜多川 稔氏）

平　成　２９　年　第　２　回　定　例　会

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

報告第２号

報告第３号

報告第４号

議案第28号 物品売買契約の締結について
（小中学校情報機器）   

専決処分の承認を求めることについて（本巣市消防団
員等公務災害補償条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（本巣市税条例の一部を改正する条例）

本巣市と岐阜市との間の消防の事務委託に関する規約
の制定に関する協議について

もとす広域連合規約の変更について

専決処分の承認を求めることについて
（本巣市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

平成２９年度本巣市一般会計補正予算（第１号）に
ついて

議案第29号

議案第30号

議案第31号

平　成　２９　年　第　２　回　定　例　会　（全会一致で同意・可決された議案）

同意

同意

同意

同意

同意

同意

本巣市農業委員会委員の任命について（後藤 悟氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（後藤 壽太郎氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（杉山 一郎氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（杉山 隆則氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（髙橋 曉美氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（髙橋 秀和氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（髙田 禮子氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（髙橋 幸雄氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（畑中 廣司氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（廣瀬 澄夫氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（福田 勇一氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（堀口 一平氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（松尾 直樹氏） 同意

本巣市農業委員会委員の任命について（山田 澄男氏） 同意

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案
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政務活動費の使途を公表します
本巣市では、議員の調査研究に対す
る経費として、月額２万円の政務活動
費が交付されます。
政務活動費の使途については、調査
研究活動の実績報告書及び収支報告
書を年度終了後に議長に提出するこ
とになっています。
平成28年度は議員18名のうち、会
派または議員の計17名が政務活動
費の交付を受け、総額２７１万円が支
出されました。

平成28年度政務活動費使途明細

研究・研修費
20.0%その他

（燃料・電話料金等）
34.2%

広報費
13.4%

調査旅費
（視察研修費）
19.9%

資料作成・購入費
12.5%

　平成29年７月４日にご逝去されました本巣市議会議員　故　髙橋勝美議員に、謹んで哀悼の言葉をおくります。
　議員は、若くして水道設備事業を設立されました。市民に安全で安心な水を届けるため、日夜ご尽力され、水道事業を通し
て、住民福祉の向上を目指す議員の姿に、感銘を受けた地域住民をはじめ、多くの方々のご推挙により、旧糸貫町議会議員に
当選されました。
　平成17年10月からは本巣市議会議員として、副議長、各常任委員長を歴任され、長きにわたり市政の振興と住民福祉の
向上のために、文字どおり寝食を忘れ、誠意を尽くして、ご活躍になりました。
　議員のお人柄につきましては、ひとことで申し上げるならば、その存在は、常に私どもに、大きな安心
感を与えていただける方でありました。
　ご生前のご功績に対して、衷心より感謝と敬意を表し、ご冥福を祈りつつ、おくる言葉といたします。

　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　  本巣市議会　議長　上谷　政明

故　髙橋勝美議員へおくる言葉
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●議員活動報告●

　今年も荘厳な姿を見せてくれた淡墨桜が、若々しく新緑に包まれ
た４月２７日に、本巣市の友好都市である越前市の議会と交流会を
行いました。
　友好都市誕生の経緯は、平成６年４月、福井県今立郡今立町と根
尾村が継体天皇ゆかりの「淡墨桜」（越前市では薄墨桜）を縁として
姉妹縁組提携を結び交流を始められました。根尾村が平成１６年２月
に本巣市になり、今立町が平成１７年１０月に武生市と合併して越前
市となってからは、平成１８年１０月に友好都市の盟約書を交わし平
成１９年５月に災害相互応援協定を締結して引き続き交流を深めて
います。
　議会も定期的に交流の機会を持ち、前回は平成２６年１０月に本巣
市議会が越前市を訪問させていただき、今回は、越前市議会が本巣
市に訪問されました。
　城戸議長を始め２２人全員の越前市議会議員と事務局が、まず根
尾地域で猿を捕獲する檻と、本巣地域の里山ジビエ処理施設を見
学され、同行した黒田産業建設委員会副委員長と担当職員からそ
れぞれ説明を受けられました。その後は本巣市役所本庁舎大会議
室において、本巣市議会議員と友好都市議会行政懇談会を行いま

した。懇談会のテーマは共通課題でもある　１．鳥獣
害対策について　２．ジビエ６次産業化事業について
で、お互いの現状や対策状況などの意見交換を行い
ました。
　越前市は継体天皇ゆかりの地として歴史的にも大
変古く、紫式部が生涯ただ一度京都を離れて訪れた
地ともされています。越前和紙、刃物、箪笥の伝統産
業から電子部品までの先端産業までが集積し、福井
県内第１位の「ものつくり都市」として発展していま
す。また、コウノトリをシンボルとした美しい自然環境
は誇りで、「環境・文化創造都市宣言」を行っています。
　本巣市とは議会だけでなく、行政執行部や各分野
の業界団体、また「たけふ菊人形」や「淡墨桜おもて
なしの日」など各種イベントを通して市民同士の交
流も行っています。これからもお互いに協力し合い
ながらそれぞれの発展に繋げていきたいと考えて
います。

議員活動報告



第8回　歴史講演会　平成29年8月26日（土）
古文書に見る　戦国武将の生い立ち！
　豊臣秀吉・池田輝政・加藤清正らの事

第9回　歴史講演会　平成29年10月28日（土）
東京大学史料編纂所蔵『道三系図』に見る
　斉藤道三親子の凄惨な争い！

第11回 歴史講演会　平成30年6月23日（土）
遺書に見る　吉田松陰の実像と虚像！

第10回 歴史講演会　平成30年4月28日（土）
能郷白山開山1300周年記念
　古文書に見る　源義経　根尾に立ち寄るの事

●特集●

　本巣市歴史研究会は、平成27年3月13日に観光協会「語り部会」
の勉強会において今後継続的に勉強できる場があればとの意見から
立ち上がった組織です。
　本会は、市内外から会員を募り歴史の発掘調査を行うとともに、会
員相互の研鑽の場として勉強会を通して親睦を高め、地域文化の振
興と活性化を図り本巣市の発展に寄与することを目的とした組織で
す。
　会員数は、発足時には15名ほどで現在は120名を超えております。
27年5月24日の第1回講演会の参加者数は28名でしたが、最高97名
の参加者で現在では毎回60名から70名の参加があります。
　会の運営には、本巣市市民活動推進助成費を使わせて頂き、また
本巣市教育委員会、本巣市振興公社（うすずみ温泉）および本巣市観
光協会の後援を頂き、さらに個人および企業の協賛によって行ってお
ります。そのため、参加費は資料代300円のみで会場は毎回うすずみ
温泉四季彩館にて開催して微力ながら温泉の売り上げに協力できれ
ばと思っております。
　今後、さらに向上発展を目指し、会員皆様から運
営、内容等についてご意見をいただき本巣市のに
ぎわいと発展を願い努力したいと思っています。

本巣市
　歴史研究会

市民の皆様より、表紙の写真を募集します。詳細については議会事務局までお問い合わせください。TEL0581-34-5027 12

＊

＊ ＊

＊
◎堀部好秀　○髙田文一　村瀬明義　舩渡洋子　江崎達己議会だより編集特別委員会
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今後の講演会の予定


